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諏訪上社御柱祭 りノー ト

ー- 歴 史 の 隠 喰 -

友 杉 孝*

SuwaOnbashiraMatsuri

TakashiToMOSUGI*

EverysevenyearstheOnba∫h'raMat∫urt'(pillar

festival)isheldatSuwashrine. Themaineventis

thedragglngOftheOnba∫hirLl,agreat1()gweighing

lltons,from amountain some15kilometresaway

totheshrine. ThedragglngOftheO71ba∫hiraby

thousandsofpeopleisapowerfulattractionbothto

touristsandlocalpeoplealike.

Thefestivalisdividedintotwoparts,firstI,called

Maebihz●,beingtheprocessionfrom themountain

tothevillage,andthesecond,Salobihi,thejourney

from thevillagetotheshrine. Betweenthetwo

partsthereisamonth'sintermission,Macbihitaking

placeinAprilandSatobikiinMay･ Theformer

ischaracterizedbyitsmasculinity,asyoung-en

proudlvridetheOnba∫hiraasitisdraggedthrough

thecrowd. Sazobiki,ontheotherhand,involves

は し が き

小稿は,タイ農村を研究 している立場か ら

みた日本社会の 1断面を描いたものである｡

チ ャオプラヤー ･デルタの農村か ら帰 って来

て,日本の農村に按すると,まず ｢土地｣にか

らまる印象で圧倒される｡たとえば,水田の

高い生産力,先祖伝来の土地 という表現で示

される土地崇拝,村落を単位 とする地縁関係

の強さ,村落の領土といわれる土地の明確な

限定性,さらに土地所有に基盤をおいた戦前

までの身分階層性など,多 くの際立 った特徴
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gayprocessions,withgroupsofmaskedpeopleand

afeudallord'sprocession adding tothecheerful

atmosphere.

DuringSalobikipeoplearefreedfromtheirevery-

dayactivitiesandjobs,sothattheymayenjoyalong
withvisitorsallthereistosee. Thesocialnorm

isreversedatthistimeaseconomyglVeSWaytO

extravagance. WiththeplantingoftheOnba∫hira

inaritualperformedbypriests,thefestivalendsand

everyonereturnshomeand resumesnormallife.

Theyhave,however,beenvitalizedbytheexcitement

ofthe festival･ In consequence,the O71ba∫hira

Matsurzlcanbeinterpretedasarenovationoflife

throughapillarwhichisbelievedtobethesymbol

orasupernaturalpower.

が指摘されよう｡ いうまで もな く, これ ら諸

特徴は個別にば らばらにあるのではな く,す

べて相互に不可分に結びついてみられる｡す

なわち,一つのことの多様な形相である｡筆

者は,土地をもっとも主要な経済蓄積とした

歴史の反映であるという視点か ら, この問題

に接近を試みつつある[友杉 1979a;1980b]｡

近世社会を通 じて土地改良は大規模に,かつ

細密に進められて,土地に対象化 した経済蓄

積は極限に近 くまで達 した｡ この結果,いわ

ゆる特殊に日本的といわれることが らが形成

される｡ しか し,特殊に日本的とみ られるこ

とがらの中にも,普遍的なものが内在 してい

るのでなかろうか｡
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小稿は,非日常である祭 りの参与観察にも

とづ く資料におもに従い,諏訪御柱祭 りを共

時的に記述する｡ た しかに,土地に基盤をお

く社会関係によって御柱祭 りは実行可能とな

る｡ しか し,祭 りの構造は普遍的な意識を明

らかにする｡異体的な祭 りの形相は大変特殊

ではあるが,構造は普遍的である｡ 特殊に日

本的であるものが,同時に普遍的でもあるこ

とを記述 したい,と考えている｡

Ⅰ 諏訪上杜と御柱

諏訪上社の本宮と前官 (以下,これ ら二つ

の神殿を総称する場合,たんに諏訪上社とす

る)は,守屋山 (1,650m)の東北山麓の急斜

面が諏訪湖南部の沖積地に接する土地に所在

する｡すなわち,平地が山地に変わる地点,

山の口に立地する｡ 最初,神社を訪れた時,

このような神社の立地は, 『常陸風土記』 行

方郡の周知の記事に収められた開拓説話を連

想させた｡開拓によって荒地 が耕 地 に変 わ

り,この結果,荒地を領有 して いた夜 刀神

(舵)が耕地のはずれの山の口の宮に岡られる

という話で ある｡ 諏訪の場合と同 じく, 人

間が支配する土地の境界に神社が立地する｡

開けた水田地域をす ぐ前にして,諏訪上社は

うっそうとした深い森林に囲まれ,境内は山

地に移行する｡山地は荘厳の気に満ちる｡守

屋山は昔か ら信仰の対象であった｡雨乞い儀

礼 も山頂で行われた [宮地 1931:24-25] .1)

すなわち,太古において,文化が果てるちょ

うどその地点に諏訪上社は建立された｡人間

の力を超越する力が取訪上社に象徴され,こ

の超越する力の加護によって,諏訪から八ヶ

岳山麓一帯での人々の生活は安堵 したのであ

る｡

この取訪上社の祭神は,いうまでもな く武

1)現在でも散訪神社研究の基本文献であること
は,少しも変わらない｡
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御名方神である｡ 出雲系の神である｡ しか

し,武御雷神との争いを述べた有名な国譲 り

神話のはかに,諏訪上社には別の神話 も伝わ

る｡すなわち,武御名方神と地主神である守屋

の神との争いである [伊藤 1978a:46-52]｡2)

この結果,出雲系の神が在地の古 くか らの土

地神を従えることになった｡神社の最高位で

あった大祝は諏訪明神の現身で,大祝に次 ぐ

神官は神長官と称え,守屋の神の子孫である

とされてきた [同上論文:51-52]｡

在来の土地神の上に出雲系の神がかぶさっ

て諏訪信仰が形成されたが,大変興味あるこ

とに, 両者とも竜蛇信仰に深 く関わって い

た｡3)周知のように, 出雲系の人 々は,三輪

山大物主神が神話に蛇体として現われること

で示されるように,竜蛇信仰を奉 じていた｡

他方,土地神の守屋の神に従う人々も竜蛇を

神の象徴として信仰 していた｡ ミシャグヂ神

である [古部族研究会 1975]｡4) ミシャグヂ

神は蛇と男根を示す石柱で象徴される｡八ヶ

岳山麓の尖石遺跡か らは,縄文中期の蛇体模

様の土器と男根を示す石柱が出土する｡ 太古

か ら蛇が信仰の対象であったことを物語る｡

現代でも,男根を示す石柱に対する信仰は盛

んである｡たとえば,上記尖石遺跡に所在す

る尖石は,上部に凹みのある岩石が土中か ら

地表にぽっかりと露出した石である｡この尖

石のす ぐかたわらに道祖神の小岡があり,中

には御神体として,男根を示す小さな石柱が

納められている｡小飼の上には小石がい くつ

も積み重ねられていて,人々の厚い信仰が衰

えていないことを示す｡災害か らの安全が祈

2)大変すぐれた研究で,宮地とともに基本文献で
ある｡

3)日本古代の儀礼を竜蛇信仰と中国思想の影響と
いう視点から論じた吉野裕子の仕事は,興味深
く示唆的である｡吉野の2文献 [1979a;1979b]
において,諏訪神社の竜蛇信仰も論考されてい
る｡

4) ミシャグヂ信仰の民俗と遺跡に関する論文数篇
が収められている｡有益である｡
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られるのである｡

このように出雲系の神 も土地神 もともに竜

蛇信仰によっていることは,当然,諏訪明神

の御神体は竜蛇であるとする考えを創出する

であろう｡文献で確かめておこう｡

たとえば,『汲訪大明神絵詞』の縁走引こは,

蒙古襲来に際 して,諏訪明神は竜蛇の御神体

を顕現 し,西に向かったとい う記 事 が あ る

[伊藤 1978b:54-56]｡ 『安居院 神道集』の

｢諏訪縁起｣では,主人公甲賀三郎は蛇に変

身する｡ 甲賀三郎は人間の姿に還 り,のちに

敦訪明神 と して崇め られた [同上論文 :66-

60]｡ 神社の行事において も蛇体は現われる｡

『級訪大明神絵詞』 の祭第 7である [同上論

文 :67-68]｡12月22日,御室に第一一の和体を

入れ, ここに大祝以下の神宮が参託 した｡同

29日,さらに御体 3体を入れた｡冬は穴に住

んだ 神代の昔を想起させる, と記事は述べ

る｡ 『年内神事次第旧記』の12月26日の条か

ら, ここに ある御体は藁か茅で作 った 蛇体

で,諏訪上社の祭把によって安堵 される村 々

で製作されたことがわかる｡蛇体を飾る麻 と

紙 も村 々の負担であった [同上論文 :68-69]｡

冬か ら春にかけて冬眠 し,脱皮す る蛇の生命

力の旺盛 さになぞ らえて,魂の再生 と増殖を

はかった行事である [同上論文 :72]｡この御

室の行事はとうに廃止 されているが,散訪明

神の御神体は竜蛇で あるとする信仰は, 覗

在で も深 く民俗の基調にあり,5) あとで詳 し

くみる御柱祭 りで も強烈に表現されるのであ

る｡

御 柱

諏.訪上社本宮の表参道を社殿に向かって進

5)5月4日,前官の第二御柱を曳き建ての際の-

プニングである｡見物客の雑踏の中で,60才く
らいのおじいさんがこの神社の神様だよといっ

て,小さな蛇を近くの女の子に取りつけた｡母

親が気づいて,キャッと叫んだが,周囲の人た
ちはどっと笑った｡

むと,す ぐに巨大な柱が眼に入 る｡向か って

左で,-の御柱である｡-の御柱の左に二の

御柱,二の御柱の後方の山地斜面に三の御柱,

さらに三の御柱の右,つまり-の御柱のずっ

と後方の山地斜面に四の御柱が,それぞれみ

られる｡ この 4本の御柱が諏訪上社本宮の社

殿を囲んで,一つの結界を構成 しているよう

にみえる｡

-の御柱に再び戻 って, 周囲を観 察 す る

と,御柱のす ぐ後ろに表面に大 きな凹みのあ

る岩石が地中か ら現われ出ていることに気づ

き,人々ははっとさせ られる｡ちょうど,大

地の麟あるいは裂け目という印象を与えるか

らである｡ともあれ,異様な岩石である｡さ

らに, この岩石のす ぐ後ろに按するように,

2mほどの男根を示す石柱が建 て られ て い

る｡かつて,兵隊に徴集された時,人々はこ

の石柱に小石を積み,武運長久を祈 ったとい

う｡いまでは家内安全である｡ところが,再

び御柱をみると,御柱の周辺にも小石がい く

つ も積み重ね られているのである｡ これは家

内安全の祈願とも賓の河原の小石であるとも

いう｡すなわち,凹みのある岩石に対する関

係性においては,男根を示す石柱 と御柱はま

った く等 しいといえよう｡さらに,先にみた

尖石遺跡での凹みのある岩石 と道祖神の石柱

の組み合わせを も想い出される｡明 らかに,

諏訪上社本宮の岩石 と石柱の組み合わせは尖

右遺跡に所在する組み合わせに等 しい｡いい

かえれば,御柱を巨大な道祖神の石柱とみる

ことが可能である｡人間が支配する耕地 ･集

落か ら人間の支配の届かない山地 ･自然への

変換点に所在する境の神である｡ 諏訪一円の

人 々の生活を災いか ら守護すると同時に,多

産豊鰻を象徴する｡御柱の先端は三角状に鋭

く削られていて,まさに男根を示す石柱 と同

形である｡さらに, この形態は蛇体をも強 く

連想させ る｡6)諏訪明神の衡神体は竜蛇 であ

るという信仰と,御柱の形態はぴったり重な
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り合 うといえよう｡

本柱の数が 4本であることにも一言せねば

ならないであろう｡ これまで多 くの人を悩ま

せてきたこの問題を解 くことは,まった く筆

者の能力外である｡7)しか し,さしあたって,

筆者は 4本という御柱の数は中央集権の確立

を意味すると推定 しておきたい｡すなわち,

水田の生産力に基礎をお く中央集権の確立に

よって,道祖神 と等 しい 1本の柱をよりしろ

とする神は, 4本の柱で結界された場に顕現

する神に変換 した,と考えるのである｡そ し

て,狩猟か ら水田耕作-の移行は,社会を著

しく定着化 させたであろう｡

Ⅲ 御 柱 祭

7年 ごとに め ぐり来る寅と中の年に, 諏

訪大社の御柱は上社で も下社 で も更 新 され

る｡8)古い御柱は取 り去 られ, 山か ら運ぶ新

しい御柱が替わる｡上社の本宮と前官,下社

の春宮と秋宮の それぞれ に4本の御柱が建

つo

すなわち, 7年に 1度の御柱祭 りで あ る｡9)

小稿では,上社の御柱祭 りに限定 して記述を

6)異様な印象を与える石に対するこの地方の信仰
について,すでに,宮地が指摘している [宮地
1931:31-351｡
前出の吉野は,御柱の三角状先端を蛇の象徴と
論じ,御柱を石器時代の石棒からの進化と推定
する｡ さらに,御柱の数4は, 中国思想の方
形で,大地を意味するとされる [吉野 1979b:
273-274】0

7)宮坂清適が,御柱の意義として,御柱の数に関
わる諸家の見解を紹介している [宮坂 1956:
29-64]｡

8)何故,寅と中でなければいけないかという疑問
に対して,吉野は興味ある見解を示す｡すなわ
ち,寅は陰から陽に,中は陽から陰に,それぞ
れ移行する時であるという｡したがって,御柱
の建て替えは, 陰陽の交代のダイナミズムで
あり, 万物の輪廻であると解釈 される [吉野
1979b:274-2781｡

9)宮坂 [1956]が御柱祭りのほとんど唯一のまと
まった文献であろう｡宮地の御柱に関する記述
[1937:196-326]は現在でも基本的である｡小
稿の記述も,上記2文献に多くを負う｡
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進めたい｡下社の徹柱祭 りも上杜とほぼ同 じ

形態であり,上杜の祭 りの 1週間後に行われ

る｡準備,伐出し,山出し,里曳き,家の中

の 5小節に分けて記述 したい｡

準 備

御柱祭 りの準備の ピークは 2月15日の くじ

引きである｡どの村がどの御柱を曳 くかを決

定するくじ引きである｡氏子集団が 8地域ブ

ロックに編成されていて,これ ら地域 ブロッ

クは本官と前官の御柱 8本のうちのどれかを

曳 くことになっているのである｡ 8地域ブロ

ックは次の通 りである｡本郷 ･墳 ･落合,米

沢 ･北山 ･湖東,原村 ･泉野,茅野 ･宮川,

玉川 ･豊平,中洲 ･湖南,金沢 ･富士見,四

賀 ･豊田である｡ 隣接する二つあるいは三つ

の町村が一緒になって一つの地域ブロックを

構成 する｡ これ ら8組の地域 ブロックは御

柱祭 りの時にのみ構成され, 機能する｡ お

祭 りが終れば次の祭 りまで何 もすることはな

い｡ これ ら8組の地域ブロックの組み合わせ

は明治11年にさかのぼる [宮坂 1956:128-

131]｡ 明治維新後,御柱祭 りを氏子の力だけ

で実施するために, 8本の御柱を曳 く八つの

組み合わせが決定されたのである｡さらに明

治17年,諏訪の四賀村と豊田村が下社の氏子

か ら上社の氏子に編入されたために, この組

み合わせ も改まった｡以後,ず っとこの時の

組み合わせで御柱は曳かれてきた｡そして,

戦後,昭和25年,現在まで続 く組み合わせに

再編 された｡ しか し, 2回の変更が あった

が,組み合わせの大部分は明治11年以来変わ

っていない｡すなわち,組み合わせは非常に

安定的である｡地域の社会統合の単位をなす

村落社会が非常に安定 していたことの反映で

あろう｡ それぞれ確定 した領土を基盤 とした

安定 した村落社会を構成単位とするか ら,初

柱祭 りの実施 も可能 となるのである｡たんな

る個人の集合の組織ならば,とて も実施は不
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可能であろう｡

くじ引きは独特の興奮 した雰囲気の中で行

われる｡ どのブロックもよい くじを引き当て

たいか らである｡とくに,経済力のある熱心

なブロックは,本宮の第一の徹柱 (以下,本

- と略記｡本二,本三,本四 も同 じである)

をどうして も引き当てたいと願 う｡そこで,

くじを引く地域 ブロック代表は, くじ引きに

先立 って, 2, 3週間 もお宮詣でを して,本

-の くじに当ることを願 うこともある｡かつ

ては,上社に多額の寄付を行えば本一に当る

とかの噂 もあった｡まさに, くじ運という超

越的な出来事 と金力という人間的な事柄が交

錯する場である｡ しか し,現在では各ブロッ

クとも一律 5万円の寄付に決まっていて,金

力が働 く余地はな くなって しまった｡

2月15日は11時か らくじ引きが始まる｡ 8

ブロックを代表する8人の大総代と700人ほ

どの応援する人 々が神社につめかける｡ 人々

はオンベ (御幣)と町村旗を振 りかざし,木

遣 りをうたって気勢をあげる｡ 8人の大総代

は,まず社務所で くじ引きの順を決めるくじ

を引く｡ このあと,拝殿に移 って,さらにJ噴

番 くじを引く｡ この間,祝いの煙火があげら

れ,太鼓が乱打される｡ いよいよ本番の くじ

引きである｡まず,宮司が祝詞を捧げ, くじ

引きに入る｡ 境内では進軍 ラッパ が鳴り渡

る｡この結果, ことしは,本-は金沢 ･富士

見ブロックに決定 した｡以下,本二は玉川 ･

豊平,本三は原 ･泉野,本四は本郷 ･境 ･落

合である｡ さらに,前官の第一の御柱は中洲

･湖南に決まり, 前二は四賀 ･豊田, 前三

は米沢 ･北山 ･湖東,前四は茅野 ･宮丁目に決

定 した｡熱心で経済力 もある茅野 ･宮川ブロ

ックは前回に続いて前四で,ひどくこくじ運が

ないことに落胆 した [毎夕新聞 1980:7] ｡10)

10)毎夕新聞 ｢敢訪の御柱祭｣によって,くじ引き
の経過を記述｡この文献は,毎夕新聞に掲載さ
れた御柱祭り関係の記事を大判のパンフレット
にまとめた特集号である｡

本-はもっとも巨大で, もっとも人 目につ く

場所に建てられるO したが って,本-を曳 く

ブロックは, もっとも人 目に派手に映る｡か

っこうよくみせることができるのである｡ 他

方,前四はず っと小さな御柱で,建てる場所

も人 目につきに くい｡見物人 も少ないという

のである｡

くじ運であるとはいえ,前四などを引 くと

大総代は大変である｡村落の若い衆たちは祭

りに張 り合いがないといって,大総代に何か

とけちをつける｡ この前の御柱祭 りでは,前

四を引いた大総代は,祭 りの期間中,東京の

娘の家に避難 していたという｡若い衆の不満

をおそれてである｡今度の御柱祭 りで前四を

引いた大総代は,自分の家に祭 り衣裳を投げ

込まれた｡ 若い衆をなだめるのに酒を持 って

謝 り歩いたそうで, 100万円も使 ったとかい

われる｡いずれの話 も口伝の噂ではあるが,

もっとも見映えのする本-を曳きたいという

若い衆の気持はよく表現されている｡あとで

みるように,御柱を曳 くことは男の最高の見

せ場であるか らである｡

くじ引きのほかにも準備はいろいろある｡

網打ちも大切な準備である｡各村落はそれぞ

れ共同で網打ちを行 う｡農道で木遣 りをうた

いながら,藁をたたいてよる｡ 周 りが 30cm

もある元綱 もなわれる｡各村落はそれぞれ20

m くらいずつ分担 し,つないで 1本が 100m

ほどの綱に仕上げる｡ 綱の安全をはか って,

現在では綱の中にワイヤーを入れて強化 して

ある｡御柱の派手さにか くれ て 目立 た な い

が,綱は曳行に不可欠であるばか りでな く,

象徴的な意味 も与え られている｡綱を束ねて

おいてある状態は,まさに蛇のとぐろにそっ

くりである｡ 綱には 2種類あって,それぞれ

男綱に女綱と呼ばれる｡

祭 りを活気づける木遣 りの練習 も大切であ

る｡ 木遣 り独特の声と調子を体得するために

は,まず 1カ月 くらいは声を張 り上げて,｢声
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をつぶす｣状態を経過 しなければならない｡

木遣 り喉自慢を人々は競い合 う｡木遣 り上手

はかっこうよく,一つの粋なのである｡木遣

りの美声は人 々を興奮に誘い,木遣 りの音頭

が衛柱のテンポを決定する｡ 木遣 りが下手で

あれば,勧柱 も動かない｡村落で 1番の喉が

鳴って,初めて衡柱は威勢よくどどっと動き

出す｡

伐出し

御柱になる樹木の伐出しは,八ヶ岳の和子

屋山で行われる｡諏訪上社の社有林である｡

御柱祭 りの前年,まず,御柱に適する樹木の

選定が行われる｡ 見立て行事 である｡ 今回

は,昨年 6月 3日,この行事が厳かに執行さ

れた｡ 宮司, 氏子総代など約60人が参加 し

た｡午前 8時,上社をバスで出発 して,御子

屋山に向かった｡御子屋明神で神事を済ませ

たのち,仮見立ての済ませてある樹木を検分

し,参加者一同の異議がないことを確かめて

か ら,宮司は本-以下の御柱となる樹木を決

定する｡今回の本-の樹木は,根回り2.52m

高さ20mの椎の大木で,樹齢500年である｡

注連縄を張り, ｢本宮-の徹柱｣ という木札

を取 りつける｡さらに,宮司は薙鎌を樹木の

目の高さの位置に打ち込む｡おね鎌打ちであ

る｡薙鎌は先端が烏の首に似 た独 自の神器

で,諏訪明神の象徴とされる[同上書 :16]｡

すなわち,お見立て行事は特定の樹木が神の

よりしろとなることを示す占有儀礼である｡

御柱となる大木が,諏訪上社か ら遠 く離れた

御子屋山で選ばれることは興味深い｡御柱の

曳行が,八ヶ岳山麓から守屋山山麓にいたる

ことになるか らである｡この間に耕地と集落

が立地する｡いいかえれば,耕地と集落の一

方の境界か ら他方の境界に御柱は移動 して,

人々の生活に活気を与え,加護することにな

る｡

今回の御柱の樹木の伐出しは, 3月 2日に
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行われた｡ 上社宮司と氏子総代など総勢 500

人が,早朝 6時に上社をバスで出発 して御子

屋山に向かった｡美濃戸口でバスを下 り,積

雪を踏み分けて御小屋明神の両に到着 して神

事を行なった｡伝統的に山作 りに当ってきた

神之原の山作衆 8人が最初に斧 を入 れ た あ

と,労力奉仕の人々も参加 して伐木 した｡山

作衆の使 う鋸,斧などは火入れ式で浄めた特

別の道具である｡伐 り倒 した樹木の技払いを

し,尺取 りし,樹皮をは ぐ｡ 挺子を取 りつけ

る差 し込み口をうがつ｡こうして樵の大木は

御柱の形態に仕立て られる｡ でき上がった衡

柱を地元業者が八ヶ岳農場の綱置場に運搬す

る｡ 祭 りの日まで,御柱はここに安置される

[同上書 :81｡

現在では地元業者が山か ら綱置場まで御柱

を運搬するが,かつては前述の地域ブロック

の人 々が運搬 した｡中洲 ･湖南ブロックは穴

山の寺に泊まって,早朝 1時に山に向かう｡

若い衆は酒を飲みあかす｡松明と高提燈を掲

げて登ってゆくありさまは,遠 く神宮寺か ら

もはっきりと望見できた｡美 しいものであっ

た｡御柱に仕立てあげられてある大木に綱を

つけて,綱置場まで下 りる｡ごろごろある大

石にぶつかり,小さな谷川には ま りな ど し

て,競争 して下ろすのである｡お祭 り気分は

盛 り上がってゆ く｡

山出し (前曳き)

山出しは4月 5- 7日に行われた｡八ヶ岳

農場の綱置場か ら木落 しまで 13km,木落 し

か ら安国寺の御柱屋敷 2km の間,御柱はそ

れぞれ曳行された｡山出しか ら御柱祭 りは開

幕 し,多 くの人出で賑わうことになる｡

綱置場で,御柱のメ ド (目所)にメ ドテコ

(目所挺)を打ち込む｡ 曳行する勧柱のバ ラ

ンスをとるために,衡柱の先端に 2本の丸太

材が左右か ら打ち込まれる｡丸太材の径は 4

- 5寸,長さ 1丈 2尺で, 2本の間は約90度
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に開 く[宮坂 1956:13-14]｡ 末尾にも同形

の, しか し小型のメ ドテコを打ち込む｡興味

あることに,諏訪下社の御柱にはメ ドテコを

取 りつけない｡上杜は男神で,下社は女神で

あるか らという｡ メ ドテコは蛇のオスの男性

器にそっくりの形態である｡メ ドテコには命

綱がつけられ,メ ドテコの安定がはか られて

いる｡左右の命綱が曳かれるたびに,メ ドテ

コは左に右に揺れるのである｡

徹柱の曳綱は 2本取 りつけられる｡御柱に

向か って右側が男綱,左側が女綱である｡綱

の長さは 100m ほどで,御柱にす ぐ接する元

綱は径 30cm もある｡興味あることは,綱に男

女の名称がつけられているほかに, これ ら2

本の綱を御柱のところで結びつけていること

である｡すなわち,男綱の絢い終 り(山の神)

と女綱の掬い始め (蛇口)を合わせる [同上

香 :14-15]｡男綱を曳 く人々と女綱を曳 く人

人は,根本において固 く結ばれているのであ

る｡左右あるいは男女 という分類原理によっ

て人々を区別することはできない｡一つの綱

に結ばれている限 り,人々は力を合わせなけ

れば御柱は動かない｡ ふだんの生活での,お

互いの利害関係をも無視 して,みなが力を合

わせる｡一つの綱に関わる限 りでの共同体で

ある｡ したがって,他の綱を曳 く共同体とは

対抗関係を形成する｡ I

4月 5日,御柱は綱置場より,約 3km離れ

た,玉川の寝の神 (子の神)に向かう｡朝 8

時,全員集合｡ 8時30分よ り曳行 を 開始 し

た｡ 先頭に本-が立ち,以下,前一一,本二,

前二,本三,前三,本四,前四と続 く｡本-

を曳 く富士見 ･金沢ブロックは,村落の人 々

約 1,000人を日当700円で動員 した｡ 名目的

ともいえる安い日当である｡ このように若い

衆を総動員 したので,村落には年寄りだけが

留守番に残 っているそうである｡ 前-を担当

する中洲 ･湖南ブロックは日当なしで同じく

1,000人はど動員 している｡ 御柱祭 りの初 日

ではあるが, 御柱が通る御柱街道には 1km

以上 もの人々の列ができた｡本二を曳 く玉川

･豊平ブロックは,今日はちょうど,自分た

ちの村落の中を御柱を曳 く｡ このため,特別

に御柱はたっぷり練 って進む｡十分に時間を

かけて楽 しもうというわけである｡お祭 りで

は,速 く能率よく行 うということは通用 しな

い｡おそ くゆっくりと行い,お祭 り気分に浸

る｡このように本二がよい気分で練 っていた

ため,後続の前二 と本三の距離が縮まり, ト

ラブルが起きた｡前二のメ ド係の若者ふたり

が怪我を して 救急車で病院に運ばれた [毎夕

新聞 1980:22]｡ これまで,御柱と徹柱の距

離がな くなって接する状態になると,喧嘩が

必ず発生｡喧嘩が祭 りの雰囲気を一層興奮さ

せたのである｡御柱祭 りは喧嘩祭 りともいわ

れ,警備の警官 も中に入 って仲裁することが

できないほどである｡警官が若い衆の意気に

恐れをなして しまう｡

4月 6日は木落 しである｡午前 9時,前 日

1治した寝の神か ら本-の曳行を開行する｡

木落 しは茅野高校先の崖で行われる｡30mほ

どの崖で,若い衆はメ ドテコに乗 ったまま滑

り落ちる｡ 御柱の大木とともに滑 り落ちるか

ら,文字通 り命がけである｡ もし不運にも御

柱の下敷きになれば,確実に落命する｡

大木の下敷きにならな くて も,バランスを

失 ってメドテコか ら振 り落されれば,怪我の

可能性は大 きい｡ このように非常に危険であ

るからこそ,木落 しは若い衆にとって晴れの

舞台になるのである｡メ ドテコに乗 ってオン

ベ (御幣)を振る姿は ｢男 の華｣ といわ れ

る｡若い衆は高慢な態度で誇 らしげに,かた

ずをのんで注 目する大群衆に対する｡

まず,本-の木落 しである｡午前11時に始

まる｡ 木遣 りでメ ドテコのバ ランスを整え,

若い衆はオンベを調子よく振る｡ 大工の仕事

着に似た若い衆の服装は赤 と黒で, 4月の陽

射 しに照 らされて華美である｡村落によって
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は,赤と黄を選んでいる｡ ぴったりと体に密

着 した装いは,若い衆の動作を軽やかにみせ,

彼 らの誇 りを顕示する｡ 消防隊のラッパが一

斉に鳴り響 く｡夏の甲子園で鳴るあの高校野

球のラッパと同 じ調べである｡ ラッパの音と

ともに勧柱は崖を滑る｡ 御柱が回転 して,メ

ドテコに乗 っている若い衆たちはどっと落ち

る｡左右の命綱を木遣 りに調子を合わせて曳

き,御柱の態勢を立て直す｡メ ドテコが左右

に激 しく揺れる｡ オンベを振る手が忙 しい｡

再び, ラッパが鳴り響き,御柱は前に滑る｡

また横転する｡何回か試みたのち,御柱は崖

下まで曳行された｡

木落 しをみようとする群衆の数はどんどん

増えてゆく｡ 日曜日である｡茅野,諏訪の人

人の楽 しみである｡ 木落 しをなるべ く近 くで

みるため,前に出ようとしても,なかなか大

変である｡前の人の頭越 しで しか み られ な

い｡警察はマイクで声をか らして,整理に追

われている｡御柱に近寄 り過ぎると見物客は

危険だか らである｡何 しろ大木が滑 り落ちて

くる｡ 揃いの法被を着た人々もロープの向か

い側で忙 しく動いている｡メ ドテコには乗 ら

ないが,御柱の綱を曳 く人,群衆の整理に当

る人などである｡法被は濃い空色で,背面は

諏訪大社の梶の紋様である｡ 赤で ｢祭｣と書

いた法被 も目につ く｡衿に ｢若連｣とある｡

法被をつければ,衣類による自他の区別はな

くなる｡ みな一様である｡ふだんの対抗関係

も法被の下では解消する｡

見物客は多様である｡ 年寄 りもいれば子供

も多い｡服装 もまちまちである｡みな楽 しん

で木落 しをみている｡ 本-の御柱が予定通 り

崖を下 りたのち,昼の休みとなる｡見物客は

思い思いに家族が寄り合 って弁当を開ける｡

近 くに設けられた露店では,いか焼き,とう

もろこし,たこ焼きがよ く売れる｡ ビール,

宿, ジュースの類 もよく出る｡フイルムを売

る店 もある｡民家の軒下を利用 したこの時だ
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けの店である｡ 見物客の多 くはカメラを肩か

ら下げており, 8ミリで映画を撮 っている人

人 も少なくない｡

午後か らは前-の木落 しである. 午後 2時

に始まる｡この間,本-の御柱は近 くを通る

国鉄 ･中央線のガー ドを くぐって御柱街道を

宮川に向かう｡国鉄電車も徐行する｡道中,

人垣で大変である｡天候が崩れ,雨に変わる｡

しか し御柱の曳行は続 く｡ 国道を渡 り, 宮

川にかかる橋の手前を右折 し,水田を横切っ

て宮川の土手にいたる｡ わざわざ橋を避け

て,宮川の急流を越すのである｡川幅40m｡

まず,御柱を土手に上げる｡ 木落 しは上か ら

下に滑 らすが,重力に逆 らって土手を越すの

は大変である｡木落 しと並んで,山出しの も

う一つの見せ場である川越えである｡

本-の御柱を土手に上げるまで,木遣 りで

調子を整えてオンベを振 り,曳き子は綱を精

一杯に曳 く｡やっとのことで御柱は土手に上

がり,そのまま急流に落ちる｡メ ドテコの若

い衆たちも急流に落ちる｡ ずぶ濡れになりな

がらオンベを振る｡ 八ヶ岳の雪解け水を流す

宮川の急流は冷たい｡今度は対岸に御柱を引

き上げねばならない｡木遣 りの調子 に合 わ

せ,対岸か ら綱を曳 く｡そうこうしているう

ちに,前-が土手に近づ く｡ 本-は急がねば

ならない｡ 国道を渡 り,水田を横切る地点か

ら,これまでの御柱曳行の順番に関係な く,

競争 して御柱を先に進めて もよいことになっ

ているか らである｡

ついに,本-は対岸の土手 に引 き上 げ ら

れ,土手下まで曳かれた｡ここか ら安国寺の

御柱屋敷まではす ぐである｡ 水田を横切 って

御柱屋敷にいたる｡途中,綱が切れたがす ぐ

につなげた｡御柱屋敷でオンベを振 り,気勢

をあげてか ら富士見 ･金沢ブロックは解散 し

た｡続いて前- も御柱屋敷に無事到着する｡

川越えを予定されていた本二は土手の手前の

中河原で留まり,川越えを明日にした｡ しか

｢■ 1■
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し,前二の御柱はす っかり暗 くなった宮川の

川越えを行なった｡本三以下の御柱は予定通

り明日の木落 しと川越 えで あ る 【二同上書 :

24]｡山出しが終って,安国寺の御柱屋敷では

8本の御柱の周辺を注連縄で振 り,神主の玉

串奉莫が行われた｡

川越えも見物人で一杯である｡ 相当の雨の

中を押 し合いである｡宮川を見下せる中央高

速道の土手は人で埋まっている｡ 川の対岸で

は,子供たちがオンベを振って応援する｡土

手に引き上げられた御柱がそのままの勢いで

下に落ちる時,見物客ははっとする｡ 大木と

ともにメ ドテコに乗 っている若い衆たちも落

ちるか らである｡大変危険である｡ 事実,前

回の御柱祭 りでは,川越えで中洲の若い衆が

ひとり死亡 している｡御柱の下になったため

である｡少々の怪我をした人は,当然,多い

であろう｡ まことに,木落 しといい,川越え

といい,荒々しい行事である｡ したがって,

若い衆にとって雄 々しさを発揮する絶好の機

会でもあるのである｡

里曳き (本曳き)

安国寺の御柱屋敷に安置した御柱を上社境

内に曳行する行事が里曳きである｡ 上社本宮

とは 2km の距離である｡途中,前官が所在す

る｡ したがって,午前中に本-か ら本四まで

の御柱が順次に本宮に向かって出発する｡ 午

後は前-か ら前四が前官に向かう｡今回の里

曳きは 5月 3日か ら6日まで行われた｡ 5月

3日,午前 9時,本-の御柱を曳 く富士見 ･

金沢ブロックは徹柱屋敷に集合 し,10時に本

宮が所在する神宮寺に向かって出発する｡ 続

いて,本二以下の御柱が時間をおいて出発す

る [同上書 :5]｡ この御柱の里曳きも豪壮で

ある｡大きな丸太である御柱を 400人 くらい

がかかって曳行するのである｡木遣りの調子

に合わせてどどっと曳 く｡ラッパが鳴る｡ 若

い衆たちはメ ドテコに乗 って,盛んにオンベ

を上下に振る｡若い衆たちの華美な出で立ち

と濃い空色の揃いの法被は,祭 りらしい独白

な色彩の世界を創 り出す｡木遣 りの節回しと

雑踏する群衆の絶えまないざわめきが,この

世界を音響によって多重化 してゆ く｡

里曳 きの雰囲気は人々を浮き浮きとした気

分にさせる｡ 御柱が神社に向かって練って進

む時,神社か ら御迎え行事として神主 と御船

が御柱に向かう｡御船は御輿ともいわれ,良

さ2間半,幅 1間半ほどの大きさで,当番に

当った村落が,街頭役としてかつ ぐ｡ 薙鎌と

鈴が中に入れ られ,自幣が立つ｡諏訪明神の

よりしろである｡見物客は御船に賓銭を投げ

入れる [宮坂 1956:184-186]｡ かつて, こ

の御迎え行事の行列の中に騎馬隊があった｡

警護のための参加とされる｡ しか し,祭 りが

風流化される過程で,騎馬隊は独立 した見世

物に変化 していった [同上書 :190-191]｡ 今

回も騎馬隊は行進 した｡お騎馬といわれる｡

お騎馬は総勢は70人ほどである｡ 行列の順

は次の通 りである｡11)

1. 旗持ち 1人 萩訪大社御柱祭 り奉

納騎馬｡矢島ステ ンレスと大

書 してある｡

2. 先払い (露払い) 1人

3. 武士 3人 上下紋付き着用

4. 弓矢箱持ち 1人

5. 色傘 (化粧傘) 1人

6. 木遣り 1人

7. 挟箱 8人

8. 長槍 (3間の長さ) 8人 4人ずつ

交代｡

9. 小姓 5人 殿様の前 3人,後ろ

2人｡子供｡

10. 殿様 1人 馬に乗る｡矢島家の

小学 4年生と,同 じく幼稚園

の子供が交代｡

ll)神宮寺,藤森和.良民の御教示による｡
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ll. 赤馬 (しゃくま) 4人 連隊旗

12. 立傘 (芸傘) 8人 芸をみせる｡

13. 草履とり 8人 道 化 の仕 草 をす

る｡ 立傘と組みになる｡ 子

供｡

14. 沓かご 1人 かごをかつ ぐ｡

15. 役員 20人

これだけの行列を整えるためには,相当額

の寄付が必要であり,今回は地元出身の矢島

ステ ンレスが 100万円寄付 した｡お騎馬はま

った くの見世物であり,先払いが下に下にと

いってお騎馬が街道を行進する時,見物衆か

ら祝儀が与えられる｡立傘と草履とりは練習

した芸を披露する｡ ジャノメの長柄の傘を空

中に投げて,あごで受ける｡現在では,お騎

馬は時間を昔に戻 した一種の仮装行列として

みることも可能であろう｡

仮装がひときわ目立つ行列は長持ち道中で

ある｡ 本来は里曳きに参加する氏子の人々の

荷物と弁当を入れて歩いたとされるが,現在

は まった くの見世物 で ある [同上書 :189-

190]｡20人 くらいが 1団となって長持ち道中

が練り歩 く｡ 今回は七つか八つの長持ち道中

が参加 した｡野村工業のように企業単位 もあ

れば,村落が単位になる行列 もある｡長持ち

をかつ ぐ人々は仮装を競い合う｡だるまの道

中もあった｡とくに,男の女装が目立つ｡ さ

らに,後頭部に顔を措いている人,顔を黒 く

塗る人,胸から腹にかけて絵 を描 く人 もい

る｡まさに思い思いである｡見物人たちは仮

装の奇抜さにはっとして笑い出す｡さらに,

身振 りの面白さが笑いを増幅する｡見物人の

祝儀 もはずむ｡

笠踊りも里曳きに風流の趣 きを加える｡編

笠をつけ,黒,赤,青などの原色を対比させ

た,派手な衣装を身につけ,顔を濃 く化粧す

る｡十数人が 1団となって,街道ばかりでな

く,村落内を練 り歩 く｡身振 り手振 りを合わ

せて踊る様子は,里曳きの浮 き浮きした気分
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に華を与える｡すなわち,人々の浮かれた気

分が踊 りになって表われるのである｡笠踊り

を家の前で待ち,踊る若い衆に-ナ (祝儀)

を与える｡祝儀を包む家の前では念入 りに踊

りが披露される｡

今回は,東京か ら女子大生 4人がチアガー

ルとして参加 し,街道を往来 して,見物客の

拍手を浴びた [南信 日日新聞 1980]｡地元の

女子中学生 も楽隊に合わせて行進 し,人 々を

楽 しませる｡このような新 しい趣向が時代の

流れを反映 して登場する反面,消え去 った見

世物 も多い｡たとえば,サーカス, ロクロ首

などである｡戦前,里曳きはもっとゆっくり

と時間をかけて行われていたそうで,現在の

3日間の行事を 1週間 もかけていたそうであ

る｡御柱の曳行 も木遣 りの調子がよくないと

いっては一休みし,その間,曳子たちはサー

カスなどの見世物をみて楽 しんだ そ うで あ

る｡再びみなの気分が盛 り上がれば,曳行を

始めた｡かつて,曳子の若い衆とサーカスが

大喧嘩 して,サーカスの小動物が逃げ出す事

件 もあった｡街道沿いのある家の味噌蔵に猿

が逃げ込み,翌朝,家のおばさんをびっくり

させたという話 も昔話になって しまった｡

さまざまに装いと工夫を凝 らした行列が里

曳きの雰囲気を華美に盛 り上げる中を,最大

の行列である御柱が練る｡ 曳行を担当する地

区ブロックの村落名を大書 した旗が先頭に立

つ｡旗 も行列の飾 りに化 して しまった｡おや

っと気がついた時,本二の御柱の先頭を行 く

旗のす ぐ後ろで, 1本の竿が しなりなが ら立

っていた｡ひとりの男が身軽に竿をよじ登っ

て,竿が しなったのである｡見物客は彼の頭

をみてどっと笑 った｡頭の毛をきれいに剃 り

落 しているが, ｢本二｣と読めるように毛髪

がきちんと残されているではないか｡町の床

屋さんの 2時間半の苦心作であった [同所]｡

みな酒 を飲んで, いい気持ちで オ ンベを振

り,綱を曳 く｡水代 りみたいである｡ このよ
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うに浮かれた雰囲気であるが,時には思わぬ

事故 も起る｡何 しろ御柱は大木である｡本三

のメ ドテコか ら若い衆ふたりが落ちて救急車

で運ばれた｡ 怖い事故の可能性を底に潜めな

が ら,里曳きの快楽の気分は高まる｡

里曳きの人出は山出しをずっと上回り,罪

2日目の 5月 4日は日曜日でもあって,10万

人近 くの雑踏である [同所]｡雑踏が祭 りの熱

気を高める｡ 街道は人と人で埋まる｡両側の

家々には特設の桟敷が設けられ,客は宴をし

なが ら,通 り過ぎる行列を眺め興 じる｡今年

は桟敷の借料は 1帖当たり1万 5千円で,初

柱の くじ引きがあった 2月15日にすべて予約

されて しまったそうである｡ 遠方か らの客 も

多い｡長崎漁連とか海苔業者である｡ この地

域の人が昔から海苔業界で活躍 しているか ら

である｡ 企業名で占められた桟敷 も少な くな

い｡酒とか ビールを売 っている特設の店 も多

い｡ いか焼き,とうもろこし,お好み焼きな

ど,露店の食べ物屋にも次から次-と客が寄

ってゆく｡ 立ち食いである｡

5月 4日午後,本宮で御柱の曳き建てが行

われる｡山か ら曳行 してきた御柱を神社境内

の所定の場所に曳き建てる行事で,御柱祭 り

の最後の見せ場である｡ 7年前の御柱はすで

に4月に撤去され,地面に大きな穴があいて

いて, ここに建て替えるのである｡

曳 き建てに先だって,冠落 しがある｡御柱

の先端を斧で鋭 く三角状に削る儀礼である｡

神主が祝詞をあげ,榊に白幣をつけてお蔽い

をして,塩を振り撒 く｡ 2時から冠落 しが始

まり,約 1時間かかった｡斧で御柱を削る時

に生 じる木片は,時々,空中に放 り投げられ

る｡群衆は争って木片を取 り合 う｡社務所で

木片に諏訪大社と書いてもらい,梶の紋の朱

印を押す｡安産のお守 りで,また家の入口に

取 りつければ災いを防 ぐ利益があるとされて

いるか らである｡ 煎 じて飲む人 もある｡御柱

は大木であるだけに,削り落された木片 も相

当量ある｡

この間,曳き建てをみようとする群衆の数

はどんどん脹れ上がり,広い表参道は立錐の

余地がないほどである｡ 東京の満員電車の混

みようと同 じであると誰かがいった｡互いに

まった く面識のない間柄の人 々が,偶然,体

を接するばかりに隣り合っている｡石段,屋

根,樹木など少 しでも高いところはすずなり

の人である｡ 社務所のマイクは,危ないか ら

下に降りるようにと,女の声でひっきりなし

に訴える｡暑い 5月の陽射 しのもと,人 々の

熱気で異様な雰囲気がか もし出される｡

3時か ら曳き建てが始まった｡近 くの大木

か らワイヤーを伸ばし,御柱を除々に曳き建

てる｡ 1時間近 くかかった｡衛柱には若い衆

がた くさんへばりついていて,御柱と一緒に

上 ってゆく｡ 御柱の先端には身の軽そうな若

い衆が オンベを振って, 大群衆に応えて い

た｡驚いたことに,若者はカメラを首か ら下

げて,片手で写真を盛んに掃っていた｡御柱

と境内の大木をつなぐロープを利用 して綱渡

りをする若い衆もいる｡ 徹柱の高さは20mに

近いか ら, ロープか ら落ちれば,見上げる見

物客 も大怪我である｡上手に渡 って,身のこ

なしの軽さと腕力の強さを群衆に印象づけ,

拍手を浴びる｡

4時近 く,御柱は垂直に立 った｡夕陽を浴

びて,垂直に直立する形態は,冠落 しか らみ

てきたためか, 実に印象的 である｡ すなわ

ち,直立する大木に精気が充満 して集められ

たという感 じである｡御柱の先端か らは餅,

木片,オンベなどが下に投げられる｡人々は

争って取 り合 う｡最後に若い衆はこの先端で

倒立 してみせて,大群衆に応えていた｡本-

の御柱の曳き建てと並んで,上社裏参道では

本二の御柱曳き建てが行われた｡

5月 5日,本三と本四の御 柱 が建 て られ

た｡この日の見物客はず っと少ない｡見物客

が少ないと,祭 りの雰囲気も十分には盛 り上
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が らない｡あいにく,時折 り,雨が少 し降り始

める｡本三と本四の御柱はいずれ も山の斜面

に曳き建てる｡ 本四で事故が起 った｡ ワイヤ

ーで御柱を曳き建てる時,様子をみに行 った

人が御柱の下敷きになり,死亡 した｡ ワイヤ

ーが切れたのである｡今回の御柱祭 りで初め

ての死亡事故である｡怪我人は相当数である｡

軽傷あるいはかす り傷は数えきれない｡御柱

祭 りはいたるところに死を潜ませた危険な祭

りである｡であるか らこそ,古来,この地方

の人々の心を揺 り動か してきたのであろう｡

5月 6日の諏訪上社本宮は,いつ もと同 じ

ように閑散としていて,時々,団体の参拝客

が訪れる｡新 しく建てたばかりの御柱が奪え

立つ｡御柱の周 りに木柵が作 られ,洗い米,

マスお頭つき, 野菜 (ホウレン草, ニンジ

ン,ナス,キュウリ), 酒, 塩,塩ワカメ,

オレンジが供えられている｡11時か ら御柱固

めの儀礼がある｡ 柱が内に倒れると国内に災

害が起 り,外に倒れると外国関係で重大な問

題が生 じるとされるか ら,御柱の地盤は強 く

固めねばならない｡

御柱固めの儀礼には中金子の氏子だけが奉

仕に来る｡ 40kgもある重い槌で勧柱の周辺

を固める｡ 7年経過 した古い御柱を撤去する

作業 も中金子の仕事である｡ かつて,撤去 し

た御柱は8本すべて中金子に払い下げられて

いた｡現在では,本宮の 4本だけが中金子に

払い下げられ,前官の 4本は他の村落に払い

下げるように変わった｡いうまで もなく,撤

去された御柱はただの材木で しかな く, しか

も古材であるか ら利用に難 しい｡神宮寺に払

い下げられた前-の御柱は, 5万円で本宮の

前の観光客相手の食堂に売 られた｡現在, こ

の食堂の前にでんと前-の旧御柱が建 ってい

るのである｡

家の中にて

外では趣向を凝 らした行列が練 り歩いて,
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華やかな浮いた雰匪気を盛 り上げているのに

対応 して,家の中も客が何人 も招かれ,まあ

｢飲んで｣,さあ ｢飲め｣のや りとりで宴のま

っ盛 りである｡私どもも神宮寺のある家に招

かれよう｡祭 りの時は,見知 らぬ客 も招き入

れ られるか らである｡

筆者が訪れた家は,当年84才にもなる老人

が大変元気に振る舞っておられる家族であっ

た｡ちょうど, この老人の奥さんの親戚 6-

7人が富士見か ら祭 りを見にやって来ていた

ところであった｡ことしの祭 りの話,昔の御

柱祭 りのことなど,話題はつきない｡旧いア

ルバムが取 り出され,一層に話がはずんだ｡

大 きなお膳の上には晴れの日のご馳走がとこ

ろ狭 Lと並ぶ｡ 鯉の姿煮, きしみ盛 り合わ

せ,いか焼き,竹の子の煮 もの,八宝菜,負

のつ くだ煮,味噌汁,赤飯など｡酒, ビール

はいうまでもない｡子供たちにはジュースで

ある｡この家の嫁さんは,客への給仕に忙 し

く,みなの話題に加わってお喋りすることも

できないほどである｡ほかの家でも同様で,

御柱祭 りの間は,女性は客の接待で忙 しく,

御柱の行列をみることができない,と昔か ら

いわれている｡やがて,老人はみなか ら所望

されて,昔 とったきねづかの木 遣 りを うた

う｡ やんやの喝采である｡続いて,喉自慢の

客 も木遣 りをうたい,拍手を受ける｡記念写

真が撮 られる｡ この間,ビールだ料理だと,

客には間断な くすすめ られる｡筆者 も食欲以

上にた くさんいただいた｡家の外では,前の

通 りを見物客が絶えまなしにぞろぞろと浮か

れ歩 く｡時に顔見知りが通 りかかると,必ず

家に上がるように招 くのである｡

ところが,気がついてみると,宴で陽気に

お喋りしているのは,主人役の老人と嫁さん

のほかは,家族のごく近い親 戚 は誰 もい な

い｡この村落に住む老人の息子さんも娘さん

も,宴の座敷にはほとんど現われない｡嫁さ

んの実家 もこの村落にあるが,実家の縁者 も
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姿をみせない｡ 実は,玄関をはさんで向こう

側が家族の居間で,テ レビがあり,ここで家

族 とごく近い親戚が食事を したり,お喋りし

たりしているのである｡長男の婚約者 もこの

部屋にいて, 時々, 料理の手伝いをしてい

る｡ 座敷と違 う雰囲気である｡

すなわち,座敷に招かれる人は客であり,

家の人ではない｡客はふだん会 うこともない

遠い親戚とか顔見知 りである｡ 友だちの友だ

ちというまった く面識のない人 も客である｡

筆者は友だちの友だちのまたその友だちに相

当するのであろう｡あとであの人誰だったと

聞いても誰 も知 らない｡昔の記念写真を取 り

出して,この人誰かなあといい合 うことは普

通である｡ 嫁さんのつとめ先の同僚,東京に

行 った息子さんの会社の上司も客としてやっ

て来た｡ 宴たけなわの時,興に乗 って,嫁さ

んは法被姿になって衛柱踊りをみなに披露 し

た｡ 日本舞踊を習われたそうで,見事な踊り

である｡踊り終 って,再び嫁さんはみなに料

理をすすめて回るのであった｡

何人かの客は心ばかりのみやげを持って く

る｡酒,とれたばかりの西瓜など｡金銭を包

んできた人はいなかった｡む しろ,大部分の

客は手ぶらである｡ しか し, 客の家での行

辛,あるいはお祭 りに招 く,何か不特定の機

会における好意など,将来,宴のもてなしに

対するお礼はありえよう｡ 親兄弟という濃い

血縁者とも異なり,隣近所という確定的な地

縁で結ばれるのでもない人々を,宴の飲み食

いは取 り持つ｡ともすれば疎遠になりがちな

人 々をも,新 しい間柄におき換えるといえよ

う｡

Ⅲ 結 び

- 儀礼の構造と社会関係の再生-

諏訪の御柱祭 りは非常に危 険 な祭 りで あ

る｡ことしはひとりの死者を出した｡前回も

若い衆がひとり死んでいる｡これまで何人 も

死者を出しており,怪我人 も多い｡ かす り傷

ていどの負傷にいたっては,あたりまえのこ

ととして勘定に入 らない｡ 御柱祭 りが無事終

了 したという警察の談話は, もっぱ ら見物人

は無事であったと述べているだけである｡ し

か しながら,御柱を止めようという声はまっ

た くない｡あと7年たてば再び祭 りがあるこ

とを当然のことと感 じ,人々は心 待 ちに待

つ｡この前の御柱はこうであり,今度の御柱

はどうであったか,と回想 しなが ら諏訪の人

人は年齢を重ねてゆ く｡御柱が終ったあと,

人 々が道で出会 う時の挨拶は,ことしの御柱

はよかったね,と言葉をかわすことである｡

御柱を一つの節 目として,ふだんのさまざま

に雑多な出来事が記憶の中に位 置づ け られ

る｡すなわち,人の一生 という時間の流れで

の経験が,記憶の中では,御柱を節 目として

共時的に延る｡どうして,御柱が節目になり

うるのであろうか｡

また,現代社会においては,経済合理性の

優先,社会の世俗化,著 しい利己主義的傾向

など多 くの相互に関連 し合 う原因によって,

祭 りは衰えるであろう,としばしば予想され

た｡現に,村落の氏神の祭 りが衰え,形骸化

しつつあることを述べる報告 はた くさん あ

る｡ しか し, 諏訪の御柱祭 りは明 らかに違

う｡少 しも衰えていない｡何故であろうか｡

以上のような疑問に応えるために,筆者は

自分が経験 したことしの御柱祭 りを構造論的

に分析 して,一つの解釈に到達 した｡いうま

でもないことであるが,筆者の解釈は一つの

解釈であって,ほかに多様な解釈がありうる

ことを排除するものではない｡まず,祭 りの

経過か ら検討 しよう｡

御柱祭 りは明瞭に3部分か ら構成される｡

1. 見立て行事

自然の大木を神のよりしろ とす る行 事

で,超越する力が樹木を占有する｡ 7年
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生命力と秩序は
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実線は現実に顕在化している状態｡点線は現在は潜在化している状態｡矢印は時間が経過する臓序｡

図 1 御柱祭りの経過

の時間的経過の中に,諏訪上社境内に替

える御柱はその超越する力を枯渇する｡

人々を加護する神の衰弱は,まさに危機

の到来である｡新 しい神が誕生せねばな

らない｡すなわち,諏訪明神の 7年ごと

の再生である｡ 新 しい御柱に宿る神は,

生命力と秩序を未分化の ま ま に保持す

る｡昔,御柱の曳 き降ろしに,暗闇の中

を松明を掲げて,人々は山を登 った｡神

の顕現は暗闇の中で生 じるか らである｡

2. 御柱の曳行

山出しと里曳きに分かれるが,どちらも

力動感あふれる豪壮な行事である｡ 自然

の生命力が讃歌される｡日常的な秩序は

軽視され,祭 りに独特な熱気とか浮き浮

きする気分が支配的となる｡節約は軽蔑

され,浪費が好まれる｡ あるいは,浪費

せねばならないのである｡祭 りの警備に

当る警官は御柱を曳 く若い衆には口出し

できない｡若い衆は地区の大総代の指揮

にのみ従 う｡

3. 御柱の曳き建て

祭 りの最後の行事である｡ 神社境内で,

曳行されてきた御柱を垂直に曳き建てて

祭 りは終る｡ 御柱は生命 力 に満 ちあふ

れ,超越する力によって人々の生活を加

護する｡諏訪明神の加護の下で人 々は生

産活動を行い,日常生活をお くる｡すな

わち,超越する力に保護された日常的秩
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序の復活である｡ 御柱が倒れると大災害

が生 じるという信仰か ら,衡柱の根本の

土地を入念に固めねばならない｡

上述の御柱祭 りの構成を図 1は示す｡

図 1で示 したように,曳 き建て られた御柱

は直立 して秩序を理念的に象徴するが,同時

に曳行時に発揮 した力動感に満ち,情緒的と

もいえる生命力を潜在的に保有する｡ したが

って,秩序は生命力に満ちる｡12) 7年後,坐

命力を失った御柱はたんなる材木と観念され

て押 し下げられる｡たとえば,本宮前の食堂

の飾 りとしての旧前-である｡

衝柱祭 りの大部分を占める曳行について,

もう少 しみておきたい｡御柱曳行は常に豪壮

で力動感にあふれるが,前半の山出しと後半

の里曳きは一つの対立する組み合わせで もあ

る｡すなわち,山出しでは男 らしい雄 々しさ

が強調されるに対 して,里曳 きは華美で浮き

浮きした気分が楽 しまれる｡ そして,前者か

ら後者-の変換点に川越え行事がある｡橋を

渡 らないで,意図的に大変困難な川越え行事

を敢行するのである｡そこで,衡柱曳行過程

を構成するいくつかの行事を再び簡単にみて

おこう｡

12)儀礼における象徴の多義性については,ターナ
ーを参照｡
Turner,Victor.1974. SocialDramas and

RitualMetaphors. In Dramas,Pz'eZds,a71d

MetaPhors.CornellUniv.
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木落 し

木落 しは山出 しの-イライ トである｡命が

けの木落 しは,若い衆が自らの雄 々しさを社

会に誇示す る絶好の機会である｡ この命がけ

の行事を克服 した若い衆は男 ら しい 男 で あ

り,女 にもてる男 となる｡以前,諏訪の芸者

衆はメ ドテ コに乗 る若い衆に手 拭 い を 贈 っ

た｡若者が危険を克服 して,自分が男である

ことを社会に明示す る機会は,一般にイニシ

エーションと呼ばれる｡ イニシエー･ションを

通過 して,男は女に受 け入れ られる｡ イニシ

エーションでの失敗は同情 されない｡御柱祭

りでの怪我や死亡は,一般的には,不運 とか

で片付けられて しまうようである｡

川越え

川越えは衝柱を宮川の流れに浸す行事であ

る｡一般 に豊塵 と懐妊を象徴 して,用水が神

話 と民俗 に登場する事例は乏 しくない｡山か

ら下 りた御柱は木落 しの試棟を通過 して,宮

川の流れに浸 る｡ ここで豊髄を身に帯びて,

御柱の生命力は全面的に開花す る｡ したがっ

て,川越えのあと, 祭 りは豊かさで特徴づけ

られる｡た とえば,途方 もない浪費である｡

家の中の宴は里曳 きの日だけ行われる｡.山出

しの際には,各家での宴はない｡山出しを前

曳 き,里曳 きを本曳 きとす る呼称は示唆的で

ある｡

仮装行列

里曳 きで もっとも目立つ ことは,各種仮装

行列の登場である｡ 山出 しには,仮装行列は

まった く現われない｡騎馬行列が過 ぎ去 った

時間を大名 ･武士の仮装によって表現す るに

対 し,長持ち道中の仮装は同 じ時間を共有す

る間で行われる｡たとえば,現代の男が現代

の女に扮装す る｡すなわち,時間 レベルと空

間 レベルの両方で仮装が行われる｡ 空間 レベ

ルの仮装では,逆さまということが際立つ｡

男が女装するとか,後頭部に顔を描 くなどで

ある｡ 長持 ち道中のオンベの先にオカメの面

が取 りつけられ,さらに長持ちにもつ く｡オ

カメも超越する力である｡オカメの面は福 々

しく豊かで,里曳 きの雰観気 を よ く表 現 す

る.笠踊 りも一種の仮装である｡ 古来,笠は

身をやつす手段であり,笠を頭につけること

で,人は日常生活か ら離脱 した 存 在 とな る

[乗岡 1968]｡ 騎馬行列,長持ち道中と同 じ

く,笠踊 りもふだんの生活か らの離脱 した存

在である｡ この結果,ふだんの生活では実現

す ることのない可能性が,仮装を媒介 として

現実化する｡ この仮装の持つ豊かさはオカメ

の福 々しさに共通す る｡

宴

宴は惜 しげ もない浪費であり,まさに,ふ

だんの生活での節約の逆 さまである｡ ふだん

の食事は食欲の満足であるとすれば,宴での

飲食は儀礼的である｡ ことし,多 くの家で,

30万円とか50万円があっというまに宴に使わ

れた｡ ものを惜 しみな く消費することは楽 し

みであ り,浪費 し尽 くせば爽やかである｡ 景

気 よ く,見知 らぬ客を ももてなさねばならな

い｡同時に,宴では,飲食を媒介 として人 と

人が直接的に関係す る｡ふだんの生産活動で

は,特定の身分,地位,役割などを媒介とし

て人は他人 と関係す る｡ 宴 と生産活動では,

人 と人の間に形成 される社会関係はまった く

異なる｡ このことは戸外の仮装行列がふだん

の生活 とは異なるものを表示す ることに等 し

い｡仮装行列が家の前に通 りかかると,人 々

は喜 んで お祝儀 2千円 とか 3千円 とかを 包

む｡ さらに,飲食を媒介 として形成ざれる社

会関係は,さきにみた御柱の綱を曳 く人 々が

綱を媒体 として創 り出す社会関係にも対応す

る｡ すなわち,晴れの日の食物 と綱は特別な

力を所有 していて,ふだんの対立する関係を

解消 させ,人 と人が直接的に関係する状態を

創 り出す｡

以上みた御柱曳行の主要局面を図 2は要約

して示す｡
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御柱曳行

山 出 し(前曳き)

｢ ~~ ~~ ~ ~~~1

木落し 川越え
雄 々 しさ 水

イニシエーション 豊能

懐妊

里 曳 き(本曳き)

｢ ~- ~~~- ~｢

仮装 行 列 ･ 宴

豊かさ ･華美

日常の逆さま

矢印は時間が経過する順序｡仮装行列 と宴は同時に並存する｡

図 2 御柱曳行の諸局面

里曳き行事の豊かで華美な雰囲気が極点に

達する時,御柱は上社境内にいたり,冠落 し

の儀礼を媒介として御柱は垂直 に建 て られ

る｡ 里曳きにみられた豊かさの源泉である生

命力は,直立する御柱に潜在 す る ことにな

る｡人々はふだんの生活に復帰せねばならな

い｡

御柱祭 り全体と御柱曳行の諸局面について

検討 し,三つの事柄が明らかにされた｡

(1) 御柱祭 りは諏訪明神の死と再生を物語る

儀礼である｡

(2) 祭 りの期間,ふだんの生活の秩序は停止

する｡地位,身分,役割などを媒介とし

て成立 している人と人の間の関係 も停止

する｡替わって,人と人は直接的に関係

する｡ しか し,祭 りが終れば,人 々はふ

だんの生活に復帰する｡人と人のと間の

直接的関係によって得たエネルギーは,

ふだ んの社会関係に転送されて, 7年後

の徹柱を目指 して働 く｡

(3) 上述の(2)は(1)に含まれながら実現する｡

すなわち,人々の社会関係の停止と復活

は,款訪明神の死と再生を演ずる儀礼を

媒介として実現される｡

書取訪御柱祭 りをこのように構造論的に解釈

すると,この祭 りが日本各地で行われる十五

夜綱引きと構造的によく似ていることが明 ら
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かになる｡男綱と女綱,男

子のイニシエーション,綱

を用水 に浸 け る, 竜神信

仰,死と再生のシンボ リズ

ムなど,御柱祭 りと綱引き

は共通する要素が多い 【青

柳 1964:小野 1972]｡す

なわち,御柱祭 りは綱引き

の一つのバ リエーションと

してみることができるので

ある｡13)和柱の巨大さにか

くれて,綱がみえにくくな■
っているだけである｡御柱祭 りにおいても,

綱は蛇に等 しいし,御柱 も蛇を象徴する｡す

でに記述 したことか ら,御柱が蛇の象徴であ

るとする理由を形態と民俗の両方か らみてお

きたい｡

1. 御柱の伐出しで,御柱となる大木の樹皮

をはぐ｡蛇の脱皮と再生に関わる｡

2. 男神の上社の徹柱にはメ ドテコがあり,

女神の下社の御柱にはない｡メ ドテコは

蛇の男性器にそっくりである｡

3. 冠落 しで先端が鋭 く三角状に削られる衛

柱は,蛇の鎌首に酷似する｡

4. 諏訪明神の御神体は竜蛇であるという信

仰が,昔か ら深 く人々の間で行われてい

る｡

5. 太古以来の ミシャグヂ信仰は,男根を示

す石柱を御神体と して いる｡ この石柱

は,また蛇体をも象徴する｡

6. 御柱と道祖神は構造的に等 しい｡

以上の理由から,御柱は蛇の象徴であると

したい｡では,何故,綱引き行事と構造的に

は等 しい御柱祭 りに,巨大な御柱が登場せね

ばならないのであろうか｡すでに,蛇を象徴

する男綱と女綱があるのではないか｡ この問

題に対 して,筆者は次のように考える｡太古

13)すでに,渡辺安麿は御柱祭りを一種の綱引き行
事と断言していた 【松平 1977:209]｡
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か らの ミシャグヂ信仰の石柱が御柱に変換

して, 諏訪明神の死と再生の儀礼に登場す

る｡14) 死と再生の具体的なあり方は,いうま

で もなく,歴史的に変遷を重ねた｡とくに,

高い土地生産力を基礎とする社会関係は,祭

りの具体的な形相に決定的ともいえる大きな

影響を与えた｡祭 りの実行を可能とする組織

も,村落を単位とする氏子組織である｡ しか

し,どのように具体的形相が変 遷 を重 ねて

も,具体的な儀礼のみえない深部,つまり象

徴のレベルにおいては石柱のシンボ リズムに

よる死と再生の神話が繰 り返 し語 られる｡こ

の神話は具体的な歴史に対 して常に隠喉の関

係に立つ｡ 御柱祭 りは神話を儀 礼 的 に演 じ

て,社会に活力を与えるのである｡

このように徹柱祭 りを演出する儀礼の構造

は超歴史的であるが,逆説的に,祭 りの実施

は社会が歴史的に変化する契機となる｡昔か

ら多 くの人々が遠 く離れた各地から見物に来

ることで明らかなように,祭 りは人々の社会

関係を地理的に拡大させてきた｡ふだんの交

際の範囲をはるかに越える拡がりの中で,人

人は偶然に相互に関わり合 う｡ もちろん,餐

りが終れば,これ ら拡大 した関わり合いも消

失する｡ しか し,祭 りのあとに継続する間柄

もまた発生する｡さらに,宴の儀礼的飲食は

人々を浄化 し,人 と人との間柄を直接的に強

める｡知 り合いの知 り合いという見ず知 らず

の人々とも新たに関係する｡祭 りでの惜 しけ

ない浪費のあと,人々は生業に励む｡祭 りで

確かめられた社会関係が生業を支える基盤と

なる｡ 拡大された社会関係は生業の規模拡大

の契機になりうる｡ すなわち,祭 りを契機と

する社会的分業の拡大である｡事実,諏訪信

14)すでに,宮坂光昭はミシャグヂ信仰の石柱と御
柱の関連について示唆していた｡宮坂光昭.
1975.｢蛇体と右棒の信仰｣『舌代諏訪とミシャ
グヂ祭政体の研究｣古部族研究会 (編), 80ペ

ージ所収.永井出版企画.

仰の全国的普及と諏訪の人々の各地-の進出

とは密接に関連する｡ 日本の海苔業者の多 く

は内陸の諏訪出身者であるという｡

社会的分業の新たな展開は新 しい歴史形成

である｡ 里曳き行事には, 過去を象徴する

行列が登場 し,人々に記憶された歴史を喚起

する｡まず,御舟である｡薙鎌 と鈴と自幣を

奉 じる御舟は神輿で,諏訪明神のよりしろで

ある｡従う神主はかつての大祝で,諏訪明神

の現身であった｡すなわち,御舟は古代大祝

の祭政一致を物語る｡狩猟がいまだ大切な生

業であった時代にも立ち返る｡ついで,騎馬

行列である｡ かつて騎馬はお迎え行事を警護

し,同時に,超越する力で正当化される封建

政治権力を表示 した｡水田の高い生産力を基

礎にした時代 である｡ しかし, 歴史は変換

し,大祝の祭政一致 も封建政治権力も過去の

出来事となった｡御舟 と騎馬行列は歴史を喚

起する見世物 として,人々の前を練 りなが ら

通 り過ぎる｡高島藩に替わって,矢島ステ ン

レスが騎馬行列のスポンサーであった ｡ 騎馬

行列は企業の広告として も使われ,現代世界

における企業の力を象徴する｡ 高島藩武士が

占めた街道沿いの桟敷は,現代は各種企業の

御席である｡ 個人で席料を払 う人 も少な くな

い｡貨幣の時代である｡このように,御柱祭

りは,古代か ら現代にいたる歴史の変換を 3

類型に分けて展示する｡ しかしなが ら,歴史

の変換にもかかわ らず,太古の ミシャグヂ信

仰は祭 りにおいて 超歴史的に顕現 し, 死と

再生の神話の儀礼的実現を可能とするのであ

る｡

(後記 小稿は,立教大学文学部の筆者

の演習に参加 した学生の共同調査の成果によ

る｡ ただ し,文責はすべて筆者にある｡現地

調査に対 して,惜 しみな く協力していただい

た地元の方々に深 く感謝いた します｡)
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